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調
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担
当
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代
表
　
町
田
　
立早
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遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

。
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
区
は
平
城
京
左
京
三
条

一
坊
十
五
坪
の
東
北
部
に
あ
た
る
。
既
に
第

一
一
人
―
入
次

・
三
三
〇
次
両
調
査
及
び
奈
良
市
第
九
四
次
調
査
に
よ
っ
て
、

十
五
坪

。
十
六
坪
が
奈
良
時
代

を
通
じ
て

一
体
と
し
て
利
用
さ

れ
た
こ
と
、
十
五
坪
の
中
心
部

に
は
三
棟
の
大
型
東
西
棟
建
物

が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
南
北
棟

建
物
が
対
称
に
位
置
す
る
こ
と

口

が
知
ら
れ
て
い
る
。
正
殿
の
前

奈

面
が
開
放
し
て
お
ら
ず
、
東
西

棟
で
閉
じ
ら
れ
た
構
造
で
あ
る

こ
と
は
、
明
日
香
村
石
神
遺
跡
や
飛
鳥
雷
丘
北
方
遺
跡
な
ど
に
類
例
を
み
る
だ

け
で
あ
っ
て
、
今
回
の
調
査
で
瓦
埠
が
多
く
出
土
し
た
こ
と
と
と
も
に
、
本
遺

構
の
特
殊
な
性
格
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居

一
棟
、
奈
良
時
代
の
掘

立
柱
建
物
六
棟
、
掘
立
柱
列
三
条
、
円
形
井
戸

一
基
を
検
出
し
た
。
中
小
規
模

の
建
物
や
井
戸
か
ら
な
る
十
五
坪
東
半
部
は
、
厨
な
ど
の
付
属
施
設
と
し
て
機

能
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

出
土
木
簡
は
五
点
で
あ
る

（う
ち
削
居
一一吾
０
。
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
の
中

央
部
分
を
破
壊
す
る
格
好
で
掘
ら
れ
た
円
形
井
戸
Ｓ
Ｅ
六
六
九
〇
の
抜
き
取
り

痕
跡
か
ら
出
土
し
た
。
井
戸
の
深
さ
は
、
遺
構
検
出
面
か
ら
底
ま
で
三
ｍ
で
、

底
に
は
厚
さ
○

。
一
五
ｍ
の
バ
ラ
ス
層
が
あ
り
、
そ
の
上
に
木
枠
が
横
組
み
で

組
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
枠
板
は
す
べ
て
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
。

同
抜
き
駅
り
痕
跡
か
ら
は
、
他
に
多
数
の
土
器

。
大
型
の
未
使
用
の
鋤
先
が

出
土
し
た
。
土
器
は
す
べ
て
平
城
宮
土
器
編
年
第
Ⅱ
期

（七
一
五
―
七
一一一〇
年
）

に
あ
た
る
。
そ
の
う
ち
土
師
器
鉢
の

一
点
に
は
、
そ
の
把
手
上
の
肩
部
に
横
向

き
で

「砦
女
」
、
別
の
土
師
器
鉢
の
底
に
は

「手
布
利
」
の
墨
書
が
あ
る
。

和
銅
四
年

（七
一
こ

の
年
紀
を
持
つ
木
簡
と
、
平
城
宮
土
器
Ⅱ
に
当
た
る

土
器
と
が
、
抜
き
取
り
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
本
井
戸
は
奈
良
時
代
の
初

期
に
作
ら
れ
、
そ
の
後
ま
も
な
く
廃
絶
し
、
不
要
の
木
簡
が
廃
棄
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。



木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔
×
梢
〕

①
　
。
「
ｏ
奉
上
木
三
百
三
材

。
「
ｏ
和
銅
四
年
二
月
五
日

②
　
。
「奉
上
　
　
」

ほ
ロ
ロロ
ヵ
〕

・
「
□
□
』

」

①

　

□
□
□

い

　

□
□
□

⑬

　

□
□
口

い
は
、
上
端
は
削
っ
て
調
整
。
右
側
面
は
上
部
五
分
の
一
が
割
れ
、
左
側
面

は
角
が
僅
か
に
割
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
下
部
は
原
形
を
保
つ
。
下
端
は
折

れ
。
表
面
の
第
四
字
は

「梢
」
の
上
に

「
三
」
を
重
書
す
る
。
本
木
簡
は
、
材

木
の
進
上
状
で
、
年
紀
は
平
城
遷
都
の
翌
年
で
あ
る
。
平
城
京
造
営
と
の
関
連

も
想
定
さ
れ
る
。

②
は
、
上
端

・
左
側
面
は
削
っ
て
調
整
。
右
側
面
は
上
部
三
分
の

一
は
削
っ

て
調
整
。
そ
れ
よ
り
下
は
割
れ
。
下
端
は
切
り
込
み
を
入
れ
折
っ
て
い
る
の
み

で
、
そ
れ
以
上
の
調
整
は
し
て
い
な
い
。
墨
痕
は
表
裏
と
も
に
す
こ
ぶ
る
明
瞭

で
、
表
第

一
字
目
は
上
端
部
か
ら
す
ぐ
始
ま
る
が
、
二
字
目
は
、
本
簡
左
端
か

ら
中
央
部
に
か
け
て
、
文
字
面
が
刀
子
で
縦
方
向
に
削
ら
れ
て
い
る
た
め
、
左

半
分
を
欠
失
。
そ
の
た
め
か
第
三
文
字
日
以
下
は
確
認
し
得
な
い
。
表
面
の
記

載
か
ら
、
本
木
簡
は
何
ら
か
の
物
資
の
進
上
状
と
思
わ
れ
、
恐
ら
く
い
と
同
様
、

木
材
進
上
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
の
別
筆
の
文
字
は
、
上
端
部

に
小
さ
く
表
と
天
地
逆
に
書
か
れ
て
い
る
。
表
と
は
無
関
係
の
習
書
で
あ
ろ
う

が
、
召
住

の
字
は

「忘
」
の
字
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
。

な
お
、
い
②
に
共
通
し
て
み
え
る
進
上
を
意
味
す
る
語
彙

「奉
上
」
の
用
例

は
木
簡
で
は
他
に
、
「余
貴
十
把
　
奉
上
人
多
治
比
連
縣
」
令
平
城
京
木
簡
圧

一
八
四
号
）、
「此
皇
后
宮
税
急
奉
上
」
（袴
狭
遺
跡
。
本
誌
一
一
号
）
が
知
ら
れ
る

程
度
で
あ
る
点
、
や
や
注
目
さ
れ
る
。
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九
九
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年
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平
城
宮
跡
発
掘
調
査
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掘
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査
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（
一
九
九
六

年
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城
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発
掘
調
査
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報
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三
二

（
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九
九
六
年
）
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